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研究成果の概要（和文）：本研究の目的は、大学生の異文化間ビジネルコミュニケーションのスキル、また異文
化におけるビジネスに対する理解を高めることを目的とした教室用及びオンライン用のカリキュラムを開発する
ことである。学生のニーズ分析、外資系企業を対象にしたインタビューや国内外の教育機関の異文化間ビジネス
コミュケーションカリキュラムを調査し、カリキュラム開発に取り組んだ。よって、今年度より二つの新科目の
授業を開講できるようになった。その他に、外資系企業を対象にしたディスカッション型のレクチャーシリーズ
も学生に提供できた。学生による評価が大変高く、英語及び異文化対応力を活かせる就職計画にも役立っている
という声が多かった。

研究成果の概要（英文）：The main objective of this research was to develop authentic material for 
the enhancement of in-class and online learning in the field of intercultural business communication
 and understanding. After collecting data from student needs-analysis, foreign affiliate company 
interviews in Japan as well as reviewing current curricula available in this field both in Japan and
 abroad, the research team used the data to worked the development of material. As a result, this 
year two new courses (Intercultural Business Analysis and Career Path English) have been opened. In 
addition, during the research period, foreign affiliate company guest lecturers provided further 
insight to the students about the skills required for their workplaces. Students have given a high 
evaluation of all activities presented to them saying that the content has been especially helpful 
in career planning from the view of utilizing their English and intercultural competency.

研究分野：異文化間ビジネスコミュニケーション

キーワード： 異文化間ビジネスコミュニケーション　カリキュラム開発　オンライン学習　異文化対応力
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１．研究開始当初の背景 

この研究は2014年度から2016年度に渡り行っ

た。代表者（総合政策学部准教授）と分担者

（外国語学部教授）が研究チームを作り、英

語力を活かせる学生の就職計画や社会のニー

ズにあった異文化間ビジネスコミュニケーシ

ョンのカリキュラム開発についてどうである

べきか、先行研究を調べたり、学生のニーズ

を調査したりし、本研究開始に至った。 

 

２．研究の目的 

本研究の目的は、大学生の異文化間ビジネル

コミュニケーションのスキル、また異文化に

おけるビジネスに対する理解を高めることを

目的とした教室用及びオンライン用のカリキ

ュラムを開発することである。 

 

３．研究の方法 

研究チームが調査から得られたデータをグラ

ンディッド･セオリー･アプローチ( GTA) に

基づき、質的にまた量的に重視したデータを

集めた。まず、本学において、英語力を就職

に活かしたいという学生を集め、英語力以外

に必要となる知識やスキルについてアンケー

トとインタビューも行った。先行研究データ

と本学の調査データをベースに、国外内の大

学等の教育組織を対象とし、異文化間コミュ

ニケーション・理解のカリキュラム開発及び

実施、学習目標と成果を調査した。また、担

当教員及び履修学生のインタビューも多数行

った。その他に、在日外国系商工会議所を数

回訪問し、２０数名の会員を対象に、インタ

ビュー調査を行い、その中から５名程のゲス

ト講師を招き、本学内にてレクチャーを公開

し、その効果について学生にアンケートを実

施した。 

 

４．研究成果 

国外内の大学等の教育組織や在日外国系商工

会議所のメンバーを対象にした調査・インタ

ビューを参考に研究分析を行った。多くの意

見として、大学生が英語のスキルにプラスα

をつけないといけない時代になっていること

がわかり、特にその中で言葉の裏にある文化

（習慣・価値観・考え方・コミュニケーショ

ンの取り方等）の影響をもっと理解するべき

だという主張が多かった。 

 

英語や異文化対応力を就職に活かしたい学生

のために、2015年度及び2016年度に計５回に

渡る「外資系就職に向けての必勝ノウハウ」

というレクチャーを実施した。多国籍職場で

活躍する日本人と外国人によるレクチャーを

特徴とし、一方的に講義するだけではなく、

参加型の授業として講師・学生間のディスカ

ッション形式で進めた。終了後の学生インタ

ビューの結果では、「どのようなスキルを身

につけるべきかがはっきり伝わり、大いに役

立ったものだ」という発言が多かった。なお、

レクチャーに協力してくれた企業から職場体

験（無償形式）の実験的な機会も得られた。

結果、レクチャーシリーズに出席した学生を

対象に2015年度及び2016年度の春休みに中部

地方を拠点とする外資系企業の内、７社ほど

での２週間職場体験を実施することになった。

合計１５名の学生が参加でき、終了後に学生

をインタビューし、授業開発に活かせるデー

タを集めることができた。職場体験に参加し

た学生は「実社会の体験ができてよかった」

「言葉と文化の関係を肌で感じた」「英語の

スキルだけじゃなくて、多国籍職場に対する

心構え、態度や必要とされる柔軟性を考えさ

せられた」など、反応がとてもよく、異文化

間ビジネスコミュニケーションに対する勉強

意欲を示す発言が多かった。 

これらのデータ分析を基に、次に異文化間ビ

ジネスコミュニケーション授業開発につなが

る準備を行った。まずは、データから得られ

たビジネス単語リスト（和英）の作成から始

まった。次に、事前にデータ使用を承諾して



くれた企業のインタビューデータを反映した

事例をリーティング教材とタスクシート形式

で教材として作成した。それから、ゲストレ

クチャーのビデオとそれに対するタスクシー

トを整理した。これらも全て使用承諾が得ら

れたものであった。こういった教材作成は今

年から新たに開く「異文化間ビジネス分析」

及び「CAREER PATH ENGLISH」といった授業に

使用すると同時に、オンデマンドで専用のホ

ームページ

(https://socnanzan.wixsite.com/ibcnanzan

)にも載せる。このホームページには、上記に

述べたゲスト講師のレクチャーのビデオとタ

スクシートをアクセスできるもので、タスク

シートを完了した学生は本研究の代表者にメ

ールで送り、添削してもらうという形式であ

り、定期的にビデオ教材とタスクシートを更

新し、学生の自律学習を促すことが一番の狙

いである。なお、ゲストレクチャーも学生の

間で大変好評であったため、今後授業化して

いく準備を始めている。授業の運び方として

は、隔週に外資系企業の方を呼び、多国籍職

場にどのような人材が必要なのか、業務の進

め方、コミュニケーションの取り方などをテ

ーマ化し、隔週によるレクチャーの内容をそ

の翌週に振り返って分析するという形式にす

る。よって、学生の異文化間ビジネスコミュ

ニケーション能力及理解が高まることが期待

できる。また、もう一つの開発課題として、

単位認定となるキャリア支援科目の中に「外

資系企業インターンシップ」というものを立

ち上げる計画をしている。 

教室学習及びオンライン学習によって今後も

どのような情報や教材が一番適するかについ

て調査の必要性があるが、今回の試みに参加

した大多数の学生は「今後の就職計画に役立

っている」と感じ、「求められるスキルと知

識が明確になって、学習目標を設定しやすく

なっている」と答えていた。今後もそういっ

た声やニーズに応えるべく、さらに授業の内

容を強化していく。 
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